
国語アンケートの各項目で、肯定的な回答の割合が増加した。特に「国語がすきだ」４月６０％→１２月７５％、「国語の授業では、目的に応じて自分の考えを話したり
書いたりしている」４月７８％→９６％と大きな成果が見られた。また、富田林市が作成しているふりかえりテストの記述問題の正答率が、１学期と比べ2.5ポイント上
昇した。さらに、授業づくりや書くことへの手立てを続けた効果として『無解答率』が、１５％→３％と大きく減少した。

具体的な取組みの内容 「ゴールを意識した授業づくり」「ふりかえりから、書く力をつける」

取組みを通しての子どもの変容

①逆向き設計の授業づくり→「書く力」の育成→めあてとふりかえりを結びつける
②ふりかえりで授業を見とる→指導と評価の一体化

取組みの概要・ポイント

語彙力・表現力を高める
自身の学びをふりかえる力をつける

つけたい力

テーマ：確かなことばの力を育む令和４年度
スクール・エンパワーメント推進事業

国語の授業づくりモデル小学校
富田林市立富田林小学校

書くことへの手立て

①ゴールを意識した 逆向き設計の授業づくり

つけたい力、
授業の流れ、
評価のポイントが
分かりやすい
授業構想図。
めあてとふりかえりを
結び付ける。

「書く力」をつける
～ふりかえりを書く～①児童の実態を把握し、

つけたい力を明確にする。
②単元のゴールを設定する。
③何のために書くのか、
目的意識をもつ。

④だれに向けて書くのか、
相手意識をもつ。

⑤文章を書くことが苦手な子への
手立てを考える。

⑥書くための準備をする。
（ワークシート・シンキングツール
などを活用する）

シンキングツール
・書く順番を決める。
・書きたいことの情報を集める。
・書くことを整理する。

ワークシート
・順序だてて考える。
・文字数を意識する。
・段落ごとに分けて考える。

児童の実態把握

アンケート
ふりかえりテスト

逆向き設計の授業づく
りのために単元計画表
を活用。
児童の課題を意識し、
つけたい力とゴールを
明確にする。

「めあて」の工夫

②指導と評価の一体化
「ふりかえり」から授業の見とりをする。

授業改善

ふりかえりにつながるめあての設定
（例）要旨を５０字程度でまとめるには…

⇓
ふりかえり めあての言葉に続けて書く。

⇓
児童のふりかえりから授業の見とりをする。


